
 
 
 
 

【完全下校１７：３０】          【完全下校１７：３０】 

日 曜 行　　事 日 曜 行　　事 日 曜 行　　事 日 曜 行　　事

1 水

中央委員会
３年進路・修学旅
行保護者説明会
男バレ地区大会

16 木

２・３学年集会
会計監査
大掃除・ワックス
がけ
部長会議
部活動写真

1 土 16 日

2 木
専門委員会
ななくみ校外学習 17 金

終業式
部活動休止 2 日 17 月

3 金 卒アル写真撮影 18 土 3 月 全校三者面談⑩ 18 火

4 土 19 日 4 火 全校三者面談⑪ 19 水

5 日 20 月 海の日 5 水 全校三者面談⑫ 20 木

6 月 21 火

夏季休業日
面談期間(～８月
７日)
全校三者面談①

6 木 全校三者面談⑬ 21 金

7 火
生徒総会リハーサ
ル 22 水 全校三者面談② 7 金 全校三者面談⑭ 22 土

8 水 生徒総会 23 木 全校三者面談③ 8 土 23 日

9 木 職場体験事前訪問 24 金 全校三者面談④ 9 日 24 月

10 金 卒アル写真撮影 25 土 10 月 25 火

11 土 26 日 11 火
山の日
学校閉庁日 26 水

12 日 27 月 全校三者面談⑤ 12 水 学校閉庁日 27 木

13 月 28 火 全校三者面談⑥ 13 木 学校閉庁日 28 金
３年第１回南部校
長会テスト

14 火
５時間授業
表彰集会 29 水 全校三者面談⑦ 14 金 学校閉庁日 29 土

15 水
１学年集会
給食終了日
生活アンケート

30 木 全校三者面談⑧ 15 土 30 日

31 金 全校三者面談⑨ 31 月

８　　月7　　月

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

学校教育目標    【 志を持って学ぶ たくましい 心と体の東中生 】 

 

 

 東 中 だ よ り 第４号 

令和8年6月30日 

上尾市立東中学校 

校 長  石田 賢一 

上尾市大字上尾村４７９ 

TEL 048-775-6566 

FAX 048-775-1165 

 

当たり前のありがたさに気づく 

校長 石田 賢一 

 

 ６月に行われた学校総合体育大会上尾市予選会では、東中学校の生徒たちは３年生を中心に今までの練習の

成果を発揮していました。校長としてすべての会場に足を運び、生徒たちが仲間と協力し、頑張っている姿を

見て感動しました。また、６月２３日、２４日には１学期の期末テストが実施されました。１年生は初めての

定期テストでしたが、多くの生徒が計画を立てて準備をしていたようです。大切なことは、テストの結果をみ

て一喜一憂するのではなく、自分の得意と苦手を把握し、得意は伸ばし、苦手は克服するために努力すること

です。ご家庭においても今回のテストの結果を受けて、夏休みに何を努力すべきかを話し合っていただけると

幸いです。 

 さて、７月２０日（月）は「海の日」です。みなさんは「海の日」と聞くと、どんなことを思い浮かべるで

しょう。夏休みが近づくワクワクした気持ちや、海水浴、青い空といった明るいイメージを持つ人が多いかも

しれません。しかし、海の日は単なる祝日ではありません。正式には「海の恩恵に感謝し、海洋国日本の繁栄

を願う日」とされています。今回は、この海の日を通して、私たちの生活と海とのつながりについて考えてみ

たいと思います。 

日本は四方を海に囲まれた国です。私たちの暮らしは、気づかないところで海に支えられています。例えば、

食卓に並ぶ魚や海藻はもちろん、雨をもたらす水の循環、海外から運ばれてくる生活用品、そして海がつくる

気候。こうした「当たり前」に思えることの多くが、実は海の働きによって成り立っています。普段は意識し

ないかもしれませんが、海は私たちの生活の土台を支える大切な存在なのです。 

しかし、その海がさまざまな問題を抱えています。東中学校で行っている総合的な学習の時間（ＧＣＥ）で

学んでいる生徒も多くいますが、プラスチックごみによる汚染、温暖化による海水温の上昇、海の生き物の減

少など、海に関する課題や問題が見られます。こうした問題は、遠い世界の出来事ではなく、私たちの行動と

深くつながっています。だからこそ、海の日は「海の恵みに感謝する日」であると同時に、「これからの海を

どう守っていくかを考える日」でもあるのです。 

海を守るというのは、たった１人が何かをして達成できるものではありません。大切なのは、自分にできる

小さな選択を積み重ねることです。例えば、ペットボトルを減らす、使い捨てのものを必要以上に使わない、

出かけた先でごみを持ち帰る。こうした行動が、未来の海を守る力になります。海の日は、私たちに「どんな

選択をする人でありたいか」を問いかけているのです。 

また、海の日は「当たり前のありがたさに気づく日」でもあります。海があること、自然があること、そし

てそれに支えられて生活できていること。これらは決して当たり前ではありません。海に限らず、家族や友達、

学校生活など、身の回りの多くのことも同じです。普段は気づかないけれど、実は多くの支えの上に成り立っ

ています。海の日をきっかけに、そうした「見えない支え」に目を向けてみてほしいと思います。 

あと３週間で、夏休みが始まります。海に行く人も、行かない人もいるでしょう。でも、この海の日を通し

て、東中学校の生徒が「当たり前のありがたさに気づける人」になってくれたら嬉しいです。そして、自分の

選択が未来をつくるという感覚を持って、夏を過ごしてほしいと思います。生徒一人一人の小さな一歩が、未

来の海を、そして未来の社会をより良いものにしていきます。ぜひ、各家庭において子供たちの選択について、

温かく見守り、その選択の実現のためにご支援をお願いします。 

 

※７月１日現在の予定です。やむを得ず変更になる場合もあります。御了承ください。 


